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1990年代の分化社会科におけるドイツ歴史学習の変革
―歴史理論研究としての歴史学習を手がかりに―
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Die Reform des Geschichtsunterrichts an deutschen Gymnasien in den neunziger Jahren 
im Hinblick auf die Auseinandersetzung mit historischen Theorien

Akiko Utsunomiya

Zusammenfassung: Ziel dieser Abhandlung ist es, die Rahmenrichtlinien fÜr den 
Geschichtsunterricht von 1996 （im Folgenden als „Rahmenrichtlinien“ abgekÜrzt） und die 
auf den Rahmenrichtlinien basierende SchulbÜcher „Geschichte und Geschehen“ zu 
analysieren und die Strukturen des Geschichtsunterrichts zu vergleichen. Auf diese Weise 
sollte es möglich sein, die Reform des Geschichtsunterrichts an den deutschen Schulen in 
den neunziger Jahren zu erklären.
　　 Aus der Untersuchung ergibt sich, dass die Reform des Geschichtsunterrichts in den 
neunziger Jahren einen realistischen Weg eingeschlagen hat, um den Unterricht an den 
Schulen zu verbessern und die GÜltigkeit der Lerntheorien zu gewährleisten.
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１．研究の目的

　本稿の目的は，1996年版ニーダーザクセン州（以下，
NS 州と略す。）大綱要領とそれに準拠した教科書の
比較分析を通して，1990年代の分化社会科におけるド
イツ歴史学習の変革を解明することである。
　領邦国家の長い歴史を持つドイツはドイツ特有の伝
統的な歴史学習を持っている。K. ベルクマンが詳細
に説明している1）ので，それを整理すると，ドイツの
伝統的な歴史学習は以下のような特徴を持つ。

①歴史学習の役割は，「バーデン人，ヘッセン人，
ダルムシュタット人，バイエルン人をよきドイツ人」
とすることで，ドイツ国家の忠実な国家市民を育成す
ることであった。
②「国家形成」の歴史的過程を認識させることが重視
された。
③国家形成にとり価値があると認められた歴史的事象
が時代順の配列で教科書に示された。
④教師は教科書を生徒に朗読させ，教科書の記述順に
掛けた地図を活用して詳細を説明した。
⑤教師は説明後，問答形式で尋ねるか生徒に語らせた。
　①は学習目標，②と③は学習内容，④と⑤は学習方
法に関する特徴である。ドイツの伝統的な歴史学習は，
一言でいえば‘教師の権威のもとでの一斉授業という
形態で国家形成史を教える学習’であったといえよ
う。服部は，1980年代のバイエルン州の歴史科指導要
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領や教科書の分析から，1980年代においてもこの伝統
的な歴史学習が持続していたことを明らかにし，この
時期の社会系教科の教育を国家適応教育とする。さら
に，社会系教科の教科課程改革を1990年代のバイエル
ン州，ノルトライン・ヴェストファーレン州，ヘッセ
ン州，NS州の指導要領や教科書の分析から，1990年
代になると国家適応教育は，社会認識教育，社会形成
教育へと発展すると説明している2）。服部の研究はド
イツの多様な社会系教科課程を分析することで改革の
論理構造を明らかにしている点で高く評価できる。
　とはいえ，社会系教科全般の教科課程改革ではなく，
本稿の目的である歴史学習の変革を解明しようとする
とき，以下に挙げる２点の分析がさらに必要であろ
う。１点目は，分化社会科における変革の分析である。
ドイツの社会系教科では分化社会科と総合社会科とい
う２つの方向での変革が図られてきた。分化社会科で
は民主主義社会を形成する市民を育成するための政治
的陶冶に寄与しえないとして，1970年代前半に総合社
会科が構想された。服部が社会形成教育として高く評
価するのは，ヘッセン州のゲゼルシャフツレーレや
NS州の歴史的社会的世界科といった総合社会科の指
導要領や教科書である。つまり，服部が解明している
のは，総合社会科とその歴史学習の変革なのである。
しかし伝統的な歴史学習から乖離した総合社会科は定
着せず，1990年代にゲゼルシャフツレーレは４州，歴
史的社会的世界科はNS州のみで実施されていたにす
ぎなかった。大多数の州では，歴史学習は分化社会科
のもとで行われており，主流である分化社会科におけ
る歴史学習の変革を捉えなければ，1990年代のドイツ
歴史学習の変革を解明したとはいえないのである。
　２点目は，指導要領と教科書それぞれがめざす歴史
学習の分析である。指導要領は歴史学習の変革の方向
性を示す基準であり，それが示されたから学校教育現
場の歴史学習がすぐに変革されたとは考えにくい。指
導要領と学校教育現場で使用される教科書間には相違
が存在するはずである。この指導要領と教科書の相違
が理論と実践のギャップであり，そのギャップがどの
ように埋められていくのかを明らかにすることが歴史
学習の変革を解明することであると考える。
　そこで，本稿では，分化社会科に関わる歴史科の指
導要領と教科書それぞれがどのような歴史学習をめざ
したのか，両者の歴史学習にはどのような相違があり，
その結果どのような歴史学習の変革が進められたのか
という問いを設定し，未解明である分化社会科におけ
る歴史学習の変革を解明したい。そのための分析対象
としてNS州の歴史科指導要領と教科書を選択する。
それは総合社会科も行なわれるNS州では，分化社会

科においても革新的な歴史学習がなされているため，
分化社会科における歴史学習の変革の解明に適してい
ると考えるからである。以下，２章では，1996年版
NS 州歴史科大綱要領3）（以下，1996年版と略す。）を
分析し，1996年版がめざす歴史学習を，３章で1996年
版に準拠する教科書“Geschichte und Geschehen”4）を
分析し，“Geschichte und Geschehen”がめざす歴史学
習を明らかにする。４章で，1996年版と“Geschichte 
und Geschehen”の歴史学習を比較考察することで，
1990年代の分化社会科における歴史学習の変革を解明
したい。

２．1996年版のめざす歴史学習

（1） 1996年版の目標－国家市民の育成から民主主義社
会を形成する市民の育成へ

　1996年版は，歴史科の目標を「現在の状況の歴史的
発生条件，思考様式や決断の解明を通して政治的陶冶
に寄与する」5）ことであると述べている。‘現在の状況
の歴史的発生条件’の解明は，現在に至る歴史の成立
過程を認識することと同義であり，伝統的な歴史学習
と同じ目標のようにみえる。しかし1996年版では，‘思
考様式や決断’の解明もめざしている。‘思考様式や
決断’の解明とは他者理解を意味する。子どもが過去
の出来事や状況に感情移入し追体験することが他者理
解である。現在でも，他者理解はドイツの重要な歴史
授業原理の１つとなっている。歴史上の他者理解とい
うものは，伝統的な歴史学習がめざす国家の視点から
の歴史像ではなく，歴史上の様々な立場の人々の視点
からの複数の歴史像を描写し，歴史の深層の認識を可
能にするとともに，現在の子ども同士の互いの他者性
の理解に繋がり，寛容と感情移入の能力を育成する6）

とされる。ドイツは多くの異民族が共生する多文化社
会であり，こうした社会的背景が他者理解を重要な歴
史授業原理にしていると考えられる。
　伝統的な歴史学習は，現在の国家を自明なものとし，
その国家の正当化に適した歴史的事象に限定して教師
が教授することを通して国家形成史を客観的で唯一の
歴史像として子どもに受容させることで国家市民を育
成することを目標とした。それに対し，1996年版は，
子どもが歴史上の他者の思考や決断を追体験すること
で認識した他者性を基に，現在の自己と他者の見方や
考え方を認め合い，他者と協同で，よりよい民主主義
社会を形成する市民を育成することを目標としている。
　1996年版は，伝統的な歴史学習がめざした国家に適
応する国家市民から，現代の多文化社会に対応し他者
と協同でよりよい民主主義社会を形成する市民へと歴
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史科のめざす市民像を変更しているのである。
（2）1996年版の歴史学習－歴史的問題研究としての学習
　それでは，1996年版はよりよい民主主義社会を形成
する市民を育成する歴史学習をどのように保証しよう
とするのか。1996年版は歴史認識形成に関して，「分
類による内容の選択と重点化が必要である」7）と述べ
ている。そこで1996年版では，分類の基準として中心
問題（Leitprobleme）を設定する。中心問題とその問
題の内容を示したのが表１である。

で，複数の歴史像を獲得することになる。古代ローマ
の学習では，子どもは他者理解を通して獲得する複数
の歴史像に基づき戦争と平和という中心問題の考察を
めざすのである。
　子どもは中心問題を考察するために社会の多様な
人々の思考や行為を分析・判断する探求活動を行う。
その分析・判断に関しては「子どもの学習活動とその
事実に即した資料やメディアの扱いを指導する教科特
有の方法」10）があるとし，それを６つの歴史的探求方
法として説明する。それを示したのが表２である。

表１　歴史学習の中心問題

（1996年版 S. 7-11をもとに，筆者作成）

　中心問題は，全時代に共通する様々な社会問題から
選択されているので，伝統的な歴史学習の国家形成史
が重視する政治史だけでは考察できない。例えば，人
間と自然では経済史や環境史，人間と社会では社会史
や文化史，平等と不平等では社会史や女性史が関連し
ており，中心問題の考察には社会全体の領域にわたる
歴史学の研究成果の導入が不可欠である。そこで，
1996年版では歴史学の学問領域である①性別史，②政
治史，③社会史，④経済史，⑤文化史，⑥環境史の最
新の研究成果を取り入れる8）。尚，性別史は日本の歴
史学では聞き慣れない概念であるが，「女性の歴史的
役割のみに焦点化する従来の女性史を克服し，両性特
有の生活形式や自己像，相互関連までも視野に入れ」9）

た学問領域である。これら歴史学の研究成果を取り入
れることで，子どもは，例えば，古代ローマではロー
マ市民・女性・子ども・奴隷といった多様な人々の視
点から追体験的に古代ローマ史を探求する。子どもは，
古代ローマ史を多様な人々の視点から探求すること

表２　歴史的探求方法

（1996年版 S. 18-20をもとに，筆者作成）

　さらに1996年版はこれら歴史的探求方法において活
用する文献史料，図表統計，歴史地図，証言，現物資料，
事典，音楽・絵画資料，文学作品，マルチメディアと
いった多様な史資料を列挙している11）。
　1996年版は，例えば古代ローマでは歴史的探求方法
と史資料を使用して当時の多様な人々の視点から戦争
と平和の問題，つまり現在ではなく歴史的な問題とし
て子どもに考察させることを図っている。1996年版は，
学習内容を国家形成史という１つの歴史像から中心問
題の考察のための複数の歴史像へ，学習方法を教師の
教授から複数の歴史像を獲得するための子どもの歴史
的探求活動へと変更している。この変更で，1996年版
の歴史学習は現代にも通じる過去の社会問題を他者理
解を通して考察する歴史的問題研究としての歴史学習
となったのである。
　1996年版の目標は現代社会を対象とし，他者と共同
でよりよい民主主義社会を形成する市民を育成するこ
とをめざしており，過去を対象として過去の社会問題
を考察する歴史的問題研究としての歴史学習との間に
は乖離がみられる。歴史的問題研究としての歴史学習
は，伝統的な歴史学習を大幅に変更しているが，民主
主義社会を形成する市民を育成する現代社会のための
歴史学習には至っていないことが明らかとなった。
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３． 教科書“Geschichte und Geschehen”
のめざす歴史学習

　それでは，1996年版に準拠する“Geschichte und 
Geschehen”も歴史的問題研究としての歴史学習に
なっているのであろうか。その全体構成や単元構成の
分析から考察したい。
（1） “Geschichte und Geschehen”の全体構成－

伝統的な歴史学習と歴史的問題研究としての歴史
学習双方に対応した構成

　NS州のギムナジウムの前期中等段階のカリキュラム
では，歴史科は７～10学年で学習するよう計画されて
いる。そのため，“Geschichte und Geschehen”は各学
年に１巻ずつ配当された全４巻からなる。“Geschichte 
und Geschehen”の全体構成は，従来型の歴史教科書
とどのような相違点がみられるのであろうか。全４巻
の各単元と1996年版に示された中心問題とを対応させ
た全体構成に，比較対象とする同じく1990年代の
“ＡＮＮＯ”12）の全体構成を並置したのが，表３である。
比較対象として“ＡＮＮＯ”を選択したのは，ドイツに
おいて保守的な歴史教科書の代表と考えられている13）

からである。
　“Geschichte und Geschehen”と“ＡＮＮＯ”を比
較すると，共通点と相違点が読み取れる。共通点の１

点目は，両教科書とも時代順の単元配列になっている
ことである。伝統的な歴史学習の特質の１つである時
代順の配列は1990年代になっても維持されていること
が分かる。２点目は，“Geschichte und Geschehen”
は中心問題により学習内容は重点化されているにもか
かわらず，単元数はほとんど変わらないことである。
　この２点の共通点から，一見すると“Geschichte 
und Geschehen”の全体構成は，伝統的な歴史学習の
全体構成と変わっていないようにみえる。
　相違点の１点目は，“Geschichte und Geschehen”
は中心問題が全体構成の原理となっている点である。
“ＡＮＮＯ”では伝統的な歴史学習と同様に，古代から
現代に至る重要な歴史的事象が全体構成の原理となっ
ている。それに対し，“Geschichte und Geschehen”は，
６つの中心問題を４学年を通して少なくとも２回は考
察するようになっており，中心問題に即して学習内容
を配列している。
　２点目は，“Geschichte und Geschehen”は他者理
解をめざす全体構成になっている点である。“ＡＮＮＯ”
では，歴史は「ローマ帝国」「イギリスとUSAの興隆」
「ドイツ帝国」のように伝統的な歴史学習に即して国
家の形成過程を理解するための全体構成となってい
る。それに対し，“Geschichte und Geschehen”は，
例えば「ローマ人」ではローマの支配拡大から戦争と

表３　“Geschichte und Geschehen”と“ＡＮＮＯ”の全体構成の比較

（“Geschichte und Geschehen”全４巻目次，“ANNO”全４巻目次より筆者作成）
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平和，「文化は互いに衝突する」ではキリスト教とイ
スラム教の対立から人間と世界像，「ドイツ人は統一，
自由，社会的正義のために闘う」ではドイツ国民国家
から平等と不平等をという形で中心問題を考察するた
めの全体構成となっている。
　“Geschichte und Geschehen”は，伝統的な歴史学
習の全体構成の形態を維持しているようにみえるが，
実際には中心問題の考察に適さない「先史時代」や「古
代文明」などを削除し，各時代の状況や人々の思考・
行為を当時の視点から捉える他者理解を通して中心問
題を考察する歴史学習となっている。“Geschichte 
und Geschehen”の全体構成は，伝統的な歴史学習の
全体構成を維持しながらも，歴史的問題研究としての
歴史学習にも対応しているのである。
（2） “Geschichte und Geschehen”の単元構成－

伝統的な歴史学習と歴史的問題研究としての歴史
学習双方に対応した構成

　次に，単元構成を考察する。1996年版は，「戦争へ
の注目と，対立を暴力以外で解決しようという主張は
ともに最上位の要求である」14）として，中心問題の中
でも戦争と平和を最も重視している。そこで，戦争と
平和を中心問題に構成された単元の１つである「ロー
マ人－都市国家から世界帝国へ」と「ローマは崩壊す
る－何が残ったか？」を分析単元として選択する。両
単元の全小単元は，本文，史資料，学習課題から構成
されている。本文と史資料から学習内容，史資料と学
習課題から学習方法を取り出し，さらに筆者が解釈し
た学習内容の獲得のために設定された分析対象，学習
内容の基盤となる歴史学の学問領域，学習内容が扱う
社会領域，学習方法に組み込まれた歴史的探求方法を
示したのが次頁の表４である。
　表４をみると，全体構成と同様に，伝統的な歴史学
習との共通点と相違点が読み取れる。共通点の１点目
は，政治史に基づく単元をみると，ローマ帝国の誕生
から崩壊までの時代順の国家の歴史的過程の認識を
図っていることである。
　２点目は，ローマ帝国の政治・経済・社会・文化・
環境といった社会全体の諸領域を扱っていることであ
る。伝統的な歴史学習では，国家を理解するために，
時代順に，国家に関する多様な歴史的事象を子どもに
認識させることを重視していた。“Geschichte und 
Geschehen”も時代順に社会全体の諸領域を扱うこと
で，全体構成と同様に，単元構成においても伝統的な
歴史学習の形態を維持しているようにみえる。
　相違点の１点目は，“Geschichte und Geschehen”
は，他者理解を通して複数の歴史像を獲得する単元構
成になっていることである。1996年版では，古代ロー

マの多様な人々を分析対象として設定している。古代
ローマに関する全22の小単元の内，10の小単元では対
立する２つの異なる立場の人々を取り上げ，それぞれ
の視点から歴史を捉えることで，複数の歴史像を獲得
する。シーザーやアウグストゥスなどの具体的な人物
を取り上げる８つの小単元や，ポンペイの市民や貴族
の家族といった社会階層を取り上げる２つの小単元で
は，人物や特定の社会階層の人々の思考・行為を追体
験することでその歴史像を獲得する。残りのローマ市
民の文化や環境を扱う「ローマ－世界の首都」「古代
首都の水消費」では，ローマ市民と今日の自分たちの
生活を比較することでローマ市民の他者性を認識す
る。“Geschichte und Geschehen”は，子どもが各単
元でその時代の多様な人々の他者理解を行うことで，
複数の歴史像を獲得するのである。
　２点目は，学習内容と学習方法が多様化しているこ
とである。多様な人々の他者理解を行うため1996年版
に示された６つの学問領域が導入され，学習内容が多
様化される。各学習内容に応じた探求が必要なため，
1996年版に示された６つの歴史的探求方法が全て導入
され，学習方法も多様化される。例えば，ローマ人と
カルタゴ人など対立する立場を取り上げて複数の歴史
像を獲得する小単元では横断面の探求が，シーザーな
ど具体的な人物を探求する小単元では伝記的探求が，
貴族や商人といった社会階層を探求する小単元では事
例探求が，ローマ市民の他者性を認識する小単元では
現代と比較する縦断面の探求が適している。こうして
学習内容と学習方法が多様化するとともに，各学習内
容に適した学習方法が選択されることで，学習内容と
学習方法が有機的に関連づいている。
　“Geschichte und Geschehen”は全体構成や単元構
成では，伝統的な歴史学習を維持した形態をとってい
る。しかし単元内の構成は1996年版に示された多様な
学習内容と学習方法を有機的に関連づけ，歴史的事象
の教授による国家形成史という伝統的な歴史学習か
ら，各時代の多様な人々の思考や行為を探求する他者
理解を通して中心問題に関する複数の歴史像の獲得を
めざす歴史学習へと変更している。“Geschichte und 
Geschehen”の単元構成は，全体構成と同様に，伝統
的な歴史学習の全体構成を維持しながら，歴史的問題
研究としての歴史学習にも対応しているのである。
（3） “Geschichte und Geschehen”の学習の構造－

歴史理論研究としての歴史学習
　“Geschichte und Geschehen”は，全体構成と単元
構成ともに，伝統的な歴史学習の形態を継承しつつ，
歴史的問題研究としての歴史学習にも対応した構造と
なっていた。では，“Geschichte und Geschehen”の
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表４　ローマ帝国の単元構成

　※筆者の解釈部は網掛けで示す。 （単元「ローマ人－都市国家から世界帝国へ」「ローマは崩壊する－何が残ったか」より筆者作成）

歴史学習は具体的にどのようになっているのであろう
か。本単元の中心問題である「戦争と平和」に関連す
る小単元「ライバルは排除される－ローマは世界権力
である」を分析事例に取り上げ，その歴史学習の構造
を考察する。本小単元の学習内容と，学習方法，筆者
の解釈した本小単元の学習の構造を示したのが表５で
ある。

　本小単元は，戦争論を形成する展開Ⅰと戦争論を検
証する展開Ⅱからなり，さらに５つの学習過程に細分
される。表５から“Geschichte und Geschehen”の
歴史学習の３つの特質が見出せる。
　１つ目は，伝統的な歴史学習の構造をまず踏まえて
いる点である。学習過程１では，ローマ帝国の支配拡
大過程や長期にわたる戦争の影響などローマ人が戦争
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を行う歴史的背景についての歴史認識を教師の教授に
より習得する。教師が歴史的過程を教授する伝統的な
歴史学習の構造になっていると考えられる。
　２つ目は，1996年版の歴史的問題研究としての歴史
学習を組み入れている点である。歴史的問題研究とし
ての歴史学習に相当するのが学習過程２である。学習
過程２の課題ａでカルタゴ人，課題ｂでローマ人の視
点から子どもはなぜローマ人がポエニ戦争を行ったの
かについての理解を行う。これは２つの立場から歴史
をみる他者理解である。課題 c-1では，リウィウス
『ローマ建国以来の歴史』という文献史料を基に，子
どもはローマ人とカルタゴ人の視点では同じ戦争でも
捉え方が異なり，複数の歴史像が成立することを認識
する。課題 c-2で，各自がポエニ戦争の責任を誰の視
点に立って考察するかを明確にし，その視点に立った
根拠の妥当性をクラスで検証する。学習過程２は，他

者理解を通して獲得したポエニ戦争に関する複数の歴
史像を検証してローマ時代の戦争を考察する歴史的問
題研究としての歴史学習の構造になっていると考えら
れる。
　３つ目は，“Geschichte und Geschehen”独自の歴
史学習を導入している点である。“Geschichte und 
Geschehen”独自の歴史学習に相当するのが学習過程
３～５である。学習過程３の課題ｄと e-1では，子ど
もは，キケロ『国家論』とリウィウス『ローマ建国以
来の歴史』といった文献史料から，ローマ人の視点に
立った戦争論を獲得する。そして課題 e-2で，獲得し
た戦争論をポエニ戦争に適用し，この戦争論がローマ
人とともにカルタゴ人の視点から，さらにタキトゥス
『アグリコラ』という文献史料から読み取ったローマ
に侵略されるイギリスの指導者の視点からみても妥当
であるかを吟味・検証する。学習過程３は，ローマ人

表５　小単元「ライバルは排除される－ローマは世界権力である」の学習の構造

　※筆者の解釈部は網掛けで示す。 （小単元「ライバルは排除される－ローマは世界権力である」より筆者作成）
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の視点に立った戦争論を多様な人々の視点から検証す
ることで戦争論としての妥当性を高める過程である。
　学習過程４では，1996年版で示された歴史的探求の
ための多様な史資料からローマの支配拡大の考察に適
した学習方法として選択した地図資料に関する学習方
法を習得する。学習過程５の課題ｆ～ｇで学習過程４
で習得した地図資料に関する学習方法を踏まえ，学習過
程３で高めた戦争論が地理的視点にも適用できるかを
検証する。学習過程４・５は，地理的視点から戦争論の
普遍化を図る過程である。学習過程３～５で行うローマ
時代全般の普遍妥当性を備えた戦争論の形成は1996年版
ではめざしておらず，“Geschichte und Geschehen”独
自の歴史学習と考えられる。
　以上より，“Geschichte und Geschehen”の歴史学
習は，伝統的な歴史学習，1996年版の歴史的問題研究
としての歴史学習，“Geschichte und Geschehen”独
自の歴史学習という３つの歴史学習を組み合わせた構
造になっていることが明らかとなった。伝統的な歴史
学習で戦争論の獲得に不可欠な歴史認識を踏まえ，歴
史的問題研究としての歴史学習で歴史認識に基づき他
者理解を行い複数の歴史像を獲得・検証し，“Geschichte 
und Geschehen”独自の歴史学習で歴史像を戦争論へ
と発展させる歴史学習になっているのである。
　そして，戦争と平和という同じ中心問題を扱う近現
代の小単元18「ドイツの国民国家－ドイツ史の実現
か？」19「帝国主義，勢力均衡，第一次世界大戦」で
は近代の国民国家における戦争論，20「第一次世界大
戦後の方向性と未来形成の試み」では，第二次大戦期
における戦争論，22「東西対立－原子爆弾の影での冷
戦と体制の共存」23「1945年以後のドイツ：破壊－克
服－分裂－再統一」では，冷戦下における戦争論の獲
得という同様の学習を行い，時代によって異なる戦争
論を関連づけることで，時代を越えた戦争論を形成し，
それにより現代の戦争を再検証し，今後の戦争のない
社会に向けて考察する歴史学習をめざすのである。
　子どもは戦争と平和という中心問題に関連する単元
では戦争論という歴史理論を，その他の単元において
も中心問題に即して歴史理論を獲得していくため，
“Geschichte und Geschehen”の歴史学習は，子ども
の探求を通して歴史理論を獲得する歴史理論研究とし
ての歴史学習と定義できよう。
　“Geschichte und Geschehen”の全体構成や単元構
成をみると伝統的な歴史学習を維持しながら中心問題
への対応や他者理解を図ることで，1996年版の歴史的
問題研究としての歴史学習にも対応する歴史学習と
なっている。しかし，各単元の歴史学習では，伝統的
な歴史学習と歴史的問題研究としての歴史学習と

“Geschichte und Geschehen”独自の歴史学習との３
者を組み合わせることで，歴史理論研究としての歴史
学習の構造へと変更していることが分かった。

４． 1990年代の分化社会科における歴
史学習の変革

　これまでの分析で，1996年版は歴史的問題研究とし
ての歴史学習，“Geschichte und Geschehen”の歴史
学習は独自に構想した歴史理論研究としての歴史学習で
あり，両者の歴史学習には相違があることを明らかにし
た。本章では，1996年版と“Geschichte und Geschehen”
の歴史学習はそれぞれどのように伝統的な歴史学習を
変革しているのかを探求し，両者の歴史学習の違いが
なぜ生じているのかを比較考察することを通して，
1990年代の分化社会科における歴史学習の変革を解明
したい。
（1） 1996年版のめざす歴史学習の変革－伝統的な歴史

学習からの脱却を図る変革
　ベルクマンに依拠して１章で示したドイツの伝統的
な歴史学習を，学習目標，学習内容，学習方法の視点
から再度整理する。伝統的な歴史学習の学習目標はド
イツ国家の忠実な国家市民の育成，学習内容は国家形
成史という１つの歴史像，学習方法は教師による一斉
授業であった。そのため，伝統的な歴史学習は，①学
習内容と学習方法が画一的で関連しない，②子どもの
主体的活動を保証しないという課題を抱えていた。
　1996年版の歴史学習は，学習目標をドイツ国家市民
の育成から民主主義社会を形成する市民へ，学習内容
を１つの歴史像から複数の歴史像へ，学習方法を教師
の教授から子どもの主体的活動へと，学習目標・学習
内容・学習方法いずれをみても伝統的な歴史学習を変
更している。この変更で，1996年版は，学習内容と学
習方法を多様化するとともに，学習内容に適した学習
方法を選択して両者を有機的に関連づけることで伝統
的な歴史学習の課題の克服を図っている。歴史的問題
研究としての歴史学習は現代社会のために民主主義社
会を形成する市民の育成をめざす直接的社会研究とし
ての歴史学習には至っていないが，歴史を現代に通じ
る過去の社会問題を考察するための手段とし，子ども
がその歴史を探求する点で伝統的な歴史学習から脱却
する歴史学習の変革を図っていることは明らかである。
（2） “Geschichte und Geschehen”のめざす歴

史学習の変革－伝統的な歴史学習からの脱却とい
う点で後退した変革

　“Geschichte und Geschehen”の歴史学習は，歴史
理論研究としての歴史学習である。この歴史学習は，
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歴史的問題研究としての歴史学習と比較すると，伝統的
な歴史学習からの脱却において，次の３点で後退してい
ると考えられる。１点目は，“Geschichte und Geschehen”
の全体構成と単元構成は，伝統的な歴史学習の構成を
継承しつつ，1996年版にも対応するという折衷的な構
成となっており，構成において伝統的な歴史学習を維
持していることである。２点目は，歴史理論研究とし
ての歴史学習の構造は，伝統的な歴史学習を組み入れ
ており，そこでは，時代順の歴史認識という学習内容
と，教師の教授と一斉授業という学習方法を維持して
いることである。３点目は，歴史理論研究としての歴
史学習は，中心問題に即して学習内容を多様化すると
いうよりも，歴史家が歴史を解釈する際に活用する文
献史料などの考察を通して獲得する歴史学の成果を重
視し，子どもの外部にあるものとして学習内容を客観
化していることである。そのため活用される学習方法
も文献史料の探求に制約される。歴史理論研究として
の歴史学習は，伝統的な歴史学習をかなり維持し，学
習内容を客観化するため，伝統的な歴史学習からの脱
却において歴史的問題研究としての歴史学習よりも，
かなり後退していることが分かる。
（3） 1990年代の分化社会科における歴史学習の変革の

解明－歴史学習の現実的変革
　それでは，なぜ“Geschichte und Geschehen”は
1996年版に準拠しながらも，伝統的な歴史学習からの
脱却という点では後退した歴史理論研究としての歴史
学習に変革させたのか。
　歴史的問題研究としての歴史学習は伝統的な歴史
学習を学習目標・学習内容・学習方法いずれにおい
ても変更するため，伝統的な歴史学習が未だに維持
されていた学校教育現場で受け入れられるのは困難
であった。
　それに対し，歴史理論研究としての歴史学習は，ま
ず時代順の歴史認識を教師の教授で習得させる伝統的
な歴史学習を1996年版の歴史学習の前提として踏まえ
ることで，学校教育現場で受け入れやすい歴史学習と
なっている。1996年版の歴史学習の学習内容と学習方
法の多様化と有機的関連を取り入れるが，学習過程を
中心問題の考察過程とすることはそれまで伝統的な歴
史学習を行ってきた学校教育現場からの抵抗が予想さ
れるため，“Geschichte und Geschehen”では歴史理
論の獲得過程としている。しかし，この中心問題の考
察から歴史理論の獲得への学習過程の変更は，学習内容
を客観化し，結果として学習方法も制約してしまうとい
う問題を生む。そこで“Geschichte und Geschehen”では，
学習内容に適した学習方法を事例として取り上げ，子
ども自身に考察させることで，主体的活動を保証する

“Geschichte und Geschehen”独自の歴史学習を導入
していると考えられる。1990年代においては，歴史的
問題研究としての歴史学習は伝統的な歴史学習を大き
く転換するため，伝統的な歴史学習と歴史的問題研究
としての歴史学習との折衷，さらにその折衷により生
じた問題を“Geschichte und Geschehen”独自の学
習で補足するという複雑な歴史学習の構造にならざる
をえなかったと考えられる。
　そのため，歴史理論研究としての歴史学習は，伝統
的な歴史学習の変革という視点からみると，不十分な
変革にとどまっている。しかし，いくつかの重要な意
義があると考えられる。１点目は，歴史学習の変革を
可能にする前提条件を示している点である。歴史理論
研究としての歴史学習は，時代順の全体構成や単元構
成，一部の学習過程での時代順の歴史認識や教師の教
授と一斉授業といった伝統的な歴史学習の特質を維持
している。ドイツ前期中等段階の歴史授業に関して，
Ｍ．ザウアーが「依然として通例，人類の誕生から現
在に至る伝統的な「時代順の経過」で構成される。」15）

と説明しているように，時代順の配列による歴史認識
の教授はドイツの歴史学習において強固な原則であ
る。歴史理論研究としての歴史学習が維持しているの
は，この伝統的な歴史学習の原則であり，この原則を
変革の前提条件として維持することが，学校教育現場
での実現可能性を高め，歴史学習の変革を可能にする
ことを示している。２点目は，歴史学習の変革の条件
を示している点である。歴史理論研究としての歴史学
習は，伝統的な歴史学習では国家史という１つの歴史
像を教師が教授するために，画一的で関連しなかった
学習内容と学習方法を多様化し，有機的に関連づける
ことで，多様な学習内容と子どもの主体的活動を保証
することをめざした。伝統的な歴史学習を変革するの
は，学習内容と学習方法の多様化と有機的関連である
という条件を示し，これにより学習内容と学習方法の
理論としての有効性を高め，歴史学習を変革している
のである。
　以上から，1990年代の分化社会科における歴史学習
の変革の特質が明らかになった。それは服部のいう社
会形成教育のような伝統的な歴史学習を覆す抜本的な
変革ではなく，伝統的な歴史学習を継承しつつ学習内
容と学習方法を多様化し有機的に関連づけることで伝
統的な歴史学習からの脱却をめざす現実的変革という
ことである。1990年代の歴史学習の変革は，この現実
的変革を選択することで，学校教育現場での実現可能
性とともに，学習内容と学習方法の理論としての有効
性も高めた変革であったと結論づけることができよう。
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５．結　語

　1990年代の分化社会科における歴史学習の変革に
は，ドイツ歴史教育における対立的な議論が読み取れ
る。それは，‘学習内容を重視した歴史学習か，学習
方法を重視した歴史学習か’‘教師主導の受動的な歴
史学習か，子ども主導の探求的な学習か’という二項
対立的な議論である。学習内容を重視すると教師主導
の歴史学習に，学習方法を重視すると子ども主導の探
求的な学習となる。教師主導の受動的な歴史学習は容
易で短時間で不可欠な知識を獲得できるが，方法的技
能の発展には寄与しない。子ども主導の探求的な学習
は，学習の学習を促進するが，学習したことの思考的
な整理や蓄積を促進しない16）。この議論はいまだにド
イツにおいて決着はついておらず，子どもは教師によ
る確かな知識を獲得すべきなのか，自主的に見つける
べきかという議論はいまだになされている17）。しかし，
ドイツの歴史教科書は，この２つの歴史学習を二項
対立のままにとどめず，両歴史学習の長所と短所を
認識し，補い，関連づけることで発展的な歴史学習
をめざし，歴史理論研究としての歴史学習を生み出
したのである。
　日本の歴史学習では，いまだに学習内容と学習方法
を分けて捉えている。それは，『中学校学習指導要領
解説　社会編』18）の歴史的分野にみられる，学習方法
を習得する（1）歴史のとらえ方と，学習内容を示し
た（2）古代までの日本から（6）現代の日本と世界ま
での項目立てにも如実に現われている。学習内容と学
習方法を多様化し，有機的に関連づけることで歴史理
論研究としての歴史学習を生み出した1990年代におけ
るドイツ独自の歴史学習の変革は，日本の歴史学習に
大きな示唆を与えるであろう。
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